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遺伝子操作による新規カ ロテノイ ドの生産

神奈川大学理学部生物科学科 井上和仁

C30力 ロテ ノ イ ド系

グラム陽性 細菌 で光合 成 能 を持 つヘ リオバ クテ リアHeliobacillusmobiヱISか らC30カ ロ

テ ノイ ド,4,4'-Diaponeurosporeneの 合 成 に関与す る酵 素遺 伝 子crtMの 単離 を 目指 して

い る。 昨年 度 は コス ミ ドベ クター を用 い た遺伝 子 ライ ブ ラ リー を用 い、数個 のポ ジテ ィブ

なク ロー ンを得 たが 、 これ らのク ロー ンにcrtMは 含 まれ て い なか った。 今年 度 は、新 種 の

ヘ リオバ クテ リァで あ るHeliophirumfasciatumの 染色 体DNAラ イ ブ ラ リ0をpACYC184系 の

プ ラス ミ ドをベ ク ター と して新 た に作製 した。

C40カ ロテノイ ド系

C40カ ロテ ノイ ド合成系の酵素遺伝子 を組み換 えた紅色光合成細菌の細胞抽 出液 の活性

酸素消去能 を人工的な一重項酸素発生系に加え,ス ピンラベルによ り一重項酸素の生成量

をESRに よって測定 した。組み換 え体のい くっかは、野生株 よりも高い活 性酸素消去能 を

持 って いた。9'-

7,8-dihydro-,B-carotene

これ まで天 然 に は存在 して い なか っ たカ ロテ ノイ ド7,8-dihydro一 β一caroteneを 緑 色硫

黄 紳菌 の1種Chlorobiumphaeobacteroidesの 細胞 か ら初 めて単 離 した。 この細菌 は主要

な光合成 色 素 としてBacteriochlorophylleを 持 ち、 弱光 下で も光合 成独 立栄 養的 に生 育

で き る。7,8-dihydro一 β一caroteneの 合 成 系 を明 らか にす るた め に、 この細 菌 のカ ロテ ノ

イ ド合成 酵 素の分 子遺伝 学 的研 究 を開始 した。


